
＜本年度、工夫できた点・挑戦できた点＞

縦割り班のみんなでひまわりの成長を楽しみながらひまわりの世話ができた。
採れた種を福島に送り，地域の復興に協力できた。

　8年が経ち忘れかけられている東日本大震災の復興のお手伝いをするため,環境委員会の児
童の呼びかけで，「福島ひまわり里親プロジェクト」に参加することにしました。このプロジェクト
は，福島から送ってもらったひまわりの種を育てる「ひまわりの里親」になり,育てた種は福島へ送
るというものです。送った種は,福島県内の様々な場所に植えられたり，種から油を搾りバスのエ
ネルギーに加工されたりします。
　縦割り班ごとにペアを決め，種を同じプランターに植えてひまわりの成長を一緒に楽しめるよう
にしました。朝は上級生と下級生が一緒に水やりをする姿も見られました。夏には子どもたちの
身長を越える大きなひまわりが咲き，2学期には全校生で種の収穫をすることができました。そし
て福島の人に向けたメッセージカードを作り,種を福島に送ることができました。

　・環境委員会が東日本大震災のことを調べ，復興のお手伝いにひまわりを育てることを

　　全校集会で呼びかけ，みんながめあてをもって世話ができるようにした。

　・縦割り班ごとに異学年のペアで協力してひまわりの世話ができるようにした。

報　　告　　書

縦割り班のみんなで協力しながらひまわりの世話をして，きれいに咲かせるこ
とができる。採れた種は福島に送り，地域の復興に協力する。

学校・地域環境保全コース

小豆島町立星城小学校

環境委員会

星城小学校全校児童123名によるグループです。中心となって活動するのは，４～６年生の環境委員
会の７名です。みんなで力を合わせて，水やりや草抜きをして，花をきれいに咲かせたいと考えてい
ます。

大輪のひまわりを咲かせ，明るい星城小学校をめざそう！


